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人類と利き手～江戸時代人女性における右手優位性～ 
 
〈卒論要旨〉 
 現代人は、二本ある手のうち場面に応じて片方を選択し利用している。この選択は、ほとんどの場合、意識することなく実行さ

れている。ごく当たり前の行動・動作であるが、この動きは猿人から現代人に至るまでの人類の進化と大いに関係している。何故

ならば、利き手はヒト（Hominidae;ヒト科）に特徴的なものであり、他の動物とヒトとを明確に分別するものだからである。 

 では、何故、手を使用する際同じ側の手を使うのだろうか。両手利きでなく、一方の手が利き手（優位に使用する手）になるこ

とに適切な理由があるとしても、何故それが圧倒的に右手になるのか。このような問いに人類生物学の世界でも関心が集まり、い

くつかの仮説がよせられている。だが、その殆どは脳科学的なアプローチによるものになっている。人間の身体の働きは脳によっ

て支配されているため、身体に起こる左右差を扱った研究が脳にその原因・理由を求めることに異存はない。しかし、生得的な左

右差がその成長に応じて変化してゆくことはよく知られていることであり、欧米と比べ日本などは左利きへの制約が強い文化だと

いわれてきた。 

 本論文では、比較的人骨資料がまとまって存在し、文献資料も渉猟しやすい江戸時代に注目し、日本における利き手の存在とそ

の要因について、おもに人類学的観点からその背後にある文化的規制等を探ることを目的とした。 

 増上寺子院群A・B地区出土人骨を用いて、上腕骨｛最大長、中央周、中央横径、頭最大横径、頭最大矢状径、滑車小頭幅｝、

橈骨｛最大長、骨体中央周、骨体横径、手根関節面幅｝、尺骨｛最大長、骨体中央周、骨体横径、尺骨矢状径｝を計測した。その

結果、女性において１４項目中８項目において有意差がみられたのに対し、男性では１４項目中３項目にしか有意差がみられず、

子供にいたっては１４項目中１項目にしか有為差がみられなかった。 

 これらのことは、利き手の右への傾きに遺伝的要素だけでなく、社会的要素も大きく加わっていることを明らかにしている。江

戸期武家階級においては、特に後者の要素が女性に与えた影響は決して少ないものではなかったことが分かった。 

 今回は特に子供のサンプル数に不安が残った。数が少ない上に測定部位に破損がみられるものが多く、満足なデータが得られな

かった。将来的に子供の人骨のデータが得られれば、子供から成人に至るまでの利き手を取り巻く社会的圧力や、ひいては利き手

だけでなく当時の文化・世相を考察する一手段になると思われる。今後江戸以前と明治以後のデータが得られれば、日本における

利き手の変遷がより大きなスパンでとらえられるだろう。 
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